
       

   

 

余寒の候，皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます． 

さて今回の JSME-dia では，東京工業高等専門学校キャンパス及び機械工学科の１１研究

室のうち，５つの研究室の研究内容を紹介させていただきます． 

【東京工業高等専門学校キャンパス】 

 本キャンパスは，東京都八王子市の椚田町にあり，最寄り駅の京王線狭間駅から徒歩５分

で学内に入ることができます．本校の敷地内には学生が自由に利用できるものづくり教育セ

ンター（実習工場）が併設されており（図 1），ここで試験片や実験装置の製作を行うことも

多くあります． 

   

 

また，本校の第６棟には産業技術センターがあり， ここではインクジェット式や光造形式

の３D プリンタなどの設備を用いた実験装置の製作を行うことができます（図 2）． 

 

        

  

 図 2 産業技術センター設備の一例 

第１1０号 

２０１6．2

図 1 ものづくり教育センター（実習工場）外観及び設備の一例 

光学式３D プリンタ インクジェット式３D プリンタ 
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日本機械学会関東支部  

関東学生会第５５回学生員卒業研究発表講演会 

（併催 日本機械学会関東支部 第２２期講演会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

日本機械学会関東支部 第２２期講演会 
会期：2016 年 3 月 10 日（木），11 日（金） 

会場：東京工業大学 大岡山キャンパス 

詳細プログラムは次のホームページをご覧下さい。 

                http://www.jsme.or.jp/conference/ktconf16/ 
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開 催 日 2016 年 3 月 10 日（木） 

会  場 東京工業大学 大岡山キャンパス 

    （東京都目黒区大岡山 2-12-1） 

 

交  通 以下のサイト（下記）をご参照下さい．  

http://www.titech.ac.jp/maps/index.html 

 

参加登録料 登壇者／2,000 円（講演論文集 CD-ROM１枚

を含む），聴講者／無料 

なお、登壇者に限り、併催の関東支部第 22期講

演会の聴講は無料となります 

 

講演論文集（CD） 会員 2,000 円／会員外3,000 円 

当日会場にて販売いたします．（併催の関東支

部第 22 期講演会講演論文集も含まれておりま

す．各講演別の抜刷はありません）. 

   

問合せ先 〒160-0016  

東京都新宿区信濃町35番地 信濃町煉瓦館5階

日本機械学会関東支部 関東学生会 

   電話（03）5360-3510, FAX（03）5360-3508 

 

プログラム 
 
 1. 研究発表  9：00～15：15 
    詳細プログラムは関東支部ホームページ

（http://www.jsme.or.jp/kt/）をご覧下さい． 
  
 2. 学生会総会 

日時 3 月 10 日（木）12：00～12：20 
会場 大岡山西 3号館 3階 W332 

 
 3. 特別講演    

日時 3 月 10 日（木）16：50～17：50 
会場 大岡山西 9号館 ディジタル多目的ホール
 

   ｢新時代をひらく鉄鋼技術｣ 
曽谷保博（JFE スチール株式会社，専務執行役員，
スチール研究所長） 

 

4． 機器・カタログ展示 

   3 月 10 日（木），11 日（金） 

 
 5. 懇 親 会  

日時 3 月 10 日（木）18：00～20：00 
会場 東工大蔵前会館 くらまえホール 
参加費 一般 5,000 円，学生 1,000 円 

（当日会場にて申し受けます） 

   BPA の表彰式も行われます．BPA 受賞者は無料招待

となります．友達など誘い合わせの上，奮っ

てご参加下さい． 

 


